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写真 1　投票所入口で候補者履歴などを見る人々（筆者撮
影。以下同じ）

　

二
○
○
四
年
の
ベ
ト
ナ
ム
政
治
で
は
、
人
民
評
議
会
代
表
選
挙
（
地
方
議
会
選
挙
）、
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
第

六
回
大
会
と
い
っ
た
五
年
に
一
度
の
重
要
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
前
者
と
後
者
は
一
見
接
点
が
な
い
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
選
挙
に
お
け
る
代
表
候
補
の
構
成
、
候
補
者
数
、
候
補
者
名
簿
を
決
定
す
る
三
段
階
の
協
商
会
議

（H
oi nghi hiep thuong

）
を
省
級
、
県
級
、
社
級
（
図
１
参
照
）
の
各
級
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
委
員
会
常
任
委

員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
組
織
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
両
者
に
は
接
点
が
あ
る
。
各
級
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
委

員
会
常
任
委
員
会
は
選
挙
評
議
会
な
ど
の
選
挙
管
理
機
関
の
設
立
・
運
営
に
も
関
わ
る
。
国
政
選
挙
に
お
い
て
も

祖
国
戦
線
は
類
似
の
役
割
を
果
た
す
。

　

社
会
主
義
体
制
を
採
る
ベ
ト
ナ
ム
で
は
政
治
の
動
き
に
関
す
る
ベ
ト
ナ
ム
発
の
資
料
に
は
様
々
な
意
味
で
限
界

が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ベ
ト
ナ
ム
で
出
版
さ
れ
た
各
種
資
料
、N

han D
an

、D
ai D
oan K

et

、Tuoi Tre

等
の

ベ
ト
ナ
ム
各
紙
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
上
で
両
者
の
接
点
に
言
及
し
、
最
後
に
ま
と
め

を
行
い
た
い
。

●
二
○
○
四
年
人
民
評
議
会
代
表
選
挙

二
○
○
三
年
一
一
月
二
六
日
に
出
さ
れ
た
政
治
局
決
議
、
同
年
一
二
月

二
三
日
の
国
会
常
務
委
員
会
決
議
な
ど
、
昨
年
か
ら
正
式
に
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
た
二
○
○
四
〜
二
○
○
九
年
期
の
地
方
代
表
を
選
出
す
る
人
民

評
議
会
代
表
選
挙
の
投
票
が
二
○
○
四
年
四
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
（
投

票
所
の
様
子
に
つ
い
て
は
写
真
１
〜
５
参
照
）。

候
補
者
に
は
、
主
要
政
治
組
織
、
機
関
、
団
体
の
推
薦
を
受
け
た
候
補

者
と
、
自
ら
の
意
思
、
希
望
に
即
し
て
自
ら
の
判
断
で
立
候
補
し
た
独
立

候
補
の
二
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
候
補
者
は
、
ベ
ト
ミ
ン
の
流
れ
を
汲

む
共
産
党
影
響
下
の
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
が
組
織
す
る
三
段
階
の
「
候
補

者
選
定
」
会
議
を
通
し
て
選
出
さ
れ
た
。
候
補
者
数
、
構
成
は
、
表
１
、

２
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
か
ら
次
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

①
一
定
の
競
争
性
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
候
補
者
の
約
三
分
の
一
の
落

選
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
②
独
立
候
補
の
数
が
圧
倒
的
に
少
な
く
、
県
級
、

社
級
で
は
一
％
に
満
た
な
い
こ
と
、
③
代
表
候
補
の
過
半
が
党
員
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
④
社
級
で
非
党
員
候
補
が
占
め
る
比
率
の
高

さ
は
他
級
に
比
較
し
て
か
な
り
高
い
こ
と
な
ど
。

④
の
点
に
関
連
し
て
、
非
党
員
比
率
を
当
該
級
に
お
け
る
党
浸
透
度
を

見
る
判
断
材
料
と
す
る
と
、
省
、
県
級
に
お
け
る
浸
透
度
の
高
さ
に
比
べ
、

社
級
で
は
未
だ
党
が
浸
透
し
て
い
な
い
領
域
が
大
き
い
と
推
測
さ
れ
る
。

●
選
挙
結
果

二
○
○
四
年
六
月
二
八
、
二
九
日
に
開
か
れ
た
政
府
、
ベ
ト
ナ
ム
祖
国

戦
線
中
央
委
員
会
、
国
会
常
務
委
員
会
に
よ
る
選
挙
総
括
会
議
に
よ
れ
ば
、

省
級
、
県
級
、
社
級
そ
れ
ぞ
れ
三
八
五
二
人
、
二
万
三
四
六
二
人
、
二
七

万
八
八
一
二
人
が
選
出
さ
れ
た
。
当
選
者
数
が
定
数
を
満
た
し
て
い
な
い

理
由
と
し
て
は
次
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
人
民
評
議
会
代
表
選
挙
法
に

よ
れ
ば
、
①
当
選
に
は
投
票
の
過
半
数
を
超
え
る
得
票
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
、
た
と
え
定
数
三
の
投
票
区
で
三
番
目
の
得
票
を
得
て
も
上
記
条
件

中央
　↓
省級（第１級行政区）：省、中央直轄市
　↓
県級（第２級行政区）：県、郡、市社、省直属市
　↓
社級（第３級行政区）：社、坊、市鎮

図１　ベトナムにおける地方行政単位の構成

（出所）1992 年憲法（2001 年第 10 期第 10 回国会で修正、補充）
を基に、筆者作成。社級は末端の国家地方行政級に相当し、
この下位に自然村が存在する。
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を
満
た
せ
な
け
れ
ば
当
選
で
き
な
い
こ
と
、
②
当
選
者
数
が
人
民
評
議
会

代
表
定
数
の
三
分
の
二
に
満
た
な
い
場
合
に
再
選
挙
の
実
施
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
。

省
級
、
県
級
、
社
級
の
各
級
に
お
け
る
当
選
者
構
成
・
構
造
に
関
し
て

は
、
人
民
評
議
会
の
人
民
階
層
、
単
位
、
組
織
、
機
関
の
代
表
性
が
保
た

れ
た
と
当
局
は
評
価
し
て
い
る
。
全
国
各
地
方
の
当
選
者
構
成
を
う
か
が

い
知
る
資
料
は
手
元
に
な
い
が
、
表
２
が
示
す
候
補
者
構
成
は
ひ
と
つ
の

目
安
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
独
立
候
補
に
つ
い
て
は
、

一
○
六
五
人
中
三
一
二
人
が
当
選
し
た
。
こ
れ
は
前
回
の
一
九
九
九
年
選

挙
時
よ
り
も
二
五
人
増
で
あ
る
。
た
だ
、
立
候
補
者
の
約
三
分
の
二
の
当

選
が
見
込
ま
れ
る
選
挙
で
二
九
・
三
％
の
当
選
率
と
い
う
の
は
低
い
数
字

だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

選
挙
結
果
に
つ
い
て
、
同
会
議
で
は
以
下
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。

①
省
級
、
県
級
に
お
け
る
人
民
評
議
会
代
表
の
政
府
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
す

る
代
表
数
が
依
然
と
し
て
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
（
省
級
三
七
・

六
％
、
県
級
三
四
・
七
％
、
社
級
二
六
・
五
％
）、
②
女
性
や
三
五
歳
未

満
の
当
選
者
が
全
体
に
占
め
る
割
合
が
中
央
の
目
標
に
達
し
な
か
っ
た
こ

と
、
③
省
級
、
県
級
で
非
党
員
当
選
者
の
占
め
る
割
合
が
中
央
の
目
標
に

達
せ
ず
、
他
方
、
社
級
で
は
中
央
の
指
導
よ
り
も
高
い
比
率
と
な
っ
た
こ

と
。上

記
①
で
は
省
級
、
県
級
人
民
評
議
会
代
表
に
お
け
る
政
府
関
連
代
表

が
占
め
る
比
率
の
高
さ
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、Tu

oi Tre

紙

は
各
級
党
委
員
会
（
以
下
、
各
級
党
委
）
に
推
薦
さ
れ
た
政
府
・
党
・
団

体
の
中
核
幹
部
候
補
、
中
核
幹
部
の
多
く
が
当
局
の
見
込
み
通
り
に
は
当

選
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
省
級
で
は
党
委
常
務
一
一
人
、
局
・
委
員
会
・
部
門
の
長
、
副
長
三

二
人
が
落
選
、
県
級
で
は
党
委
常
務
、
人
民
評
議
会
議
長
、
副
議
長
、
人

民
委
員
会
委
員
長
、
副
委
員
長
一
○
二
人
、
室
、
委
員
会
（phong,ban

）

と
い
っ
た
専
門
機
関
の
長
、
副
長
一
○
五
人
が
落
選
、
社
級
で
は
党
委
常

務
、
人
民
評
議
会
議
長
、
副
議
長
、
人
民
委
員
会
委
員
長
、
副
委
員
長
二

○
○
三
人
、
政
治
・
社
会
組
織
の
長
、
副
長
九
四
三
人
が
落
選
。

結
局
、
省
級
で
四
三
人
、
県
級
二
○
七
人
、
社
級
で
二
九
四
六
人
も
の

中
核
幹
部
候
補
、
中
核
幹
部
が
落
選
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

政
府
報
告
は
「
党
が
正
し
く
選
ば
な
い
と
人
民
は
信
任
し
な
い
」（D

ang 

cu khong dung,dan se khong tin nhiem

）
と
い
う
幹
部
の
評
価
、
選
抜
、

計
画
に
お
け
る
地
方
党
委
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

省
級
、
県
級
、
社
級
そ
れ
ぞ
れ
相
当
数
の
中
核
幹
部
、
中
核
幹
部
候
補

が
落
選
し
た
こ
と
は
、
選
挙
民
の
投
票
に
よ
る
候
補
者
選
抜
機
能
が
、
多

少
な
り
と
も
機
能
し
て
お
り
、
住
民
が
信
任
し
が
た
い
幹
部
が
多
く
存
在

す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

上
記
②
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
女
性
代
表
比
率
の
目
標
は
省
、

県
、
社
の
三
級
そ
れ
ぞ
れ
二
五
％
で
あ
っ
た
が
、
結
果
は
省
級
で
二
三
・

八
％
（
九
一
八
人
）、
県
級
で
二
三
・
二
二
％
（
五
四
四
八
人
）、
社
級
で

二
○
・
一
％
（
五
万
五
九
六
八
人
）
で
あ
っ
た
。

他
方
、
三
五
歳
未
満
の
代
表
比
率
に
関
す
る
当
初
目
標
は
省
級
一
五
％
、

県
級
二
○
％
、
社
級
二
五
％
で
あ
っ
た
が
、
結
果
は
そ
れ
ぞ
れ
一
○
・
七

四
％
、
一
六
・
一
％
、
二
一
・
五
％
と
な
っ
た
。
人
民
評
議
会
代
表
選
挙

法
に
お
い
て
も
同
得
票
数
の
場
合
は
年
長
者
が
当
選
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

長
幼
の
序
を
重
ん
じ
る
社
会
風
土
が
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
（
数
値
に
つ
い
て
はhttp://w

w
w

.cpv.org.vn

）。

次
に
上
記
③
に
つ
い
て
述
べ
る
。
民
主
化
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
で
あ

る
非
党
員
代
表
比
率
の
当
初
目
標
は
、
省
級
一
五
〜
二
○
％
、
県
級
二
○

〜
二
五
％
、
社
級
二
五
〜
三
○
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
逆
に
い
え
ば
、
省

級
代
表
の
約
五
分
の
四
、
県
級
代
表
の
約
四
分
の
三
、
社
級
で
は
約
三
分

の
二
の
代
表
が
共
産
党
員
で
占
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
と
の
方
針
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

し
か
し
結
果
は
省
級
、
県
級
で
最
低
目
標
ラ
イ
ン
に
達
せ
ず
（
手
元
資

料
で
は
具
体
的
数
字
は
示
さ
れ
て
い
な
い
）、
他
方
社
級
で
は
最
大
目
標

の
三
○
％
を
超
え
て
三
○
・
五
％
を
記
録
し
た
（
数
値
に
つ
い
て
は

http://w
w

w
.cpv.org.vn,http://vnexpress.net

）。

表
２
が
示
す
通
り
、
非
党
員
代
表
候
補
が
県
級
に
お
い
て
占
め
る
割
合

は
二
五
・
九
％
と
、
最
低
目
標
比
率
と
五
・
九
％
、
最
高
目
標
値
と
○
・

立候補者数 独立候補 代表定数 当選率（％ )

省級 6,052 77 3,869 63.9

県級 36,281 137 23,554 64.9

社級 441,856 851 284,507 64.4

表１　2004 年人民評議会代表選挙の立候補者（人）

（出所）Nhan Dan, 2004 年 4 月 25 日付けより筆者作成。

省級 県級 社級

独立候補 1.27 0.38 0.19

非党員 24.37 25.9 42

女性 32.4 30.67 26.4

少数民族 20.6 19.6 21.5

若年（35 歳未満） 20.62 25.6 26.9

表２　2004 年人民評議会代表選挙立候補者構成（％）

（出所）Nhan Dan, 2004 年 4 月 25 日付けより筆者作成。
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九
％
し
か
変
わ
ら
な
い
。
非
党
員
候
補
比
率
と
最
大
代
表
目
標
比
率
と
の

差
が
わ
ず
か
○
・
九
％
で
あ
る
こ
と
に
、
県
級
に
お
い
て
当
局
が
設
定
す

る
許
容
範
囲
内
に
非
党
員
代
表
比
率
を
収
め
よ
う
と
腐
心
す
る
当
局
の
意

図
が
垣
間
見
え
る
。
こ
の
級
に
お
い
て
非
党
員
代
表
率
が
当
初
目
標
に
達

し
な
か
っ
た
の
は
故
な
し
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

他
方
、
省
級
、
社
級
に
つ
い
て
は
最
低
目
標
値
と
代
表
候
補
比
率
と
の

差
は
そ
れ
ぞ
れ
九
・
三
七
％
、
一
七
％
で
あ
る
。
最
大
値
と
の
差
は
そ
れ

ぞ
れ
四
・
三
七
％
、
一
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
字
を
み
れ
ば
、
社

級
で
最
大
目
標
値
で
あ
る
非
党
員
代
表
比
率
三
○
％
を
超
え
た
こ
と
は
意

外
で
は
な
い
。

目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
局
は
省
級
、
県
級
で
は

「
安
心
」
を
つ
か
み
、
社
級
で
は
逆
に
若
干
の
「
不
安
」
を
覚
え
る
結
果

と
な
っ
た
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

今
選
挙
で
は
、
ダ
ナ
ン
市
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
、
ナ
ム
デ
ィ
ン
省
、
ハ
イ

ズ
オ
ン
省
、
ヴ
ィ
ン
フ
ッ
ク
省
、
ハ
ー
ナ
ム
省
、
ハ
ー
テ
ィ
ン
省
、
タ
イ

ン
ホ
ア
省
、
ダ
ク
ノ
ン
省
、
ゲ
ア
ン
省
、
バ
ッ
カ
ン
省
の
一
一
省
、
三
一

カ
所
で
再
選
挙
を
要
す
る
深
刻
な
選
挙
法
違
反
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
首
都

ハ
ノ
イ
市
、
ハ
ー
タ
イ
省
、
ナ
ム
デ
ィ
ン
省
（
い
ず
れ
も
北
部
）
の
三
省

三
投
票
区
で
投
票
者
が
選
挙
民
の
五
○
％
に
満
た
ず
、
再
選
挙
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
再
選
挙
の
結
果
、
ハ
ノ
イ
市
の
投
票

区
の
み
が
法
に
定
め
ら
れ
た
規
程
を
満
た
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

選
挙
当
日
、
筆
者
が
ハ
ノ
イ
市
、
ハ
ー
タ
イ
省
を
視
察
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
ハ
ー
タ
イ
省
で
、
そ
の
単
位
で
は
選
挙
民
何
人
の
う
ち
何
人
が
投
票

を
済
ま
せ
、
投
票
率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
投
票
進
捗

状
況
を
拡
声
器
で
伝
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
当
該
地
の
責
任
者

・
選
挙
民
が
投
票
率
向
上
に
努
力
せ
ざ
る
を
得
な
い
「
圧
力
」
と
な
る
だ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
投
票
者
が
選
挙
民
の
五
○
％
に
満
た
な
か
っ
た
当

該
地
の
具
体
的
状
況
を
判
断
す
る
情
報
は
手
元
に
な
い
が
、
当
局
に
よ
る

選
挙
へ
の
国
民
動
員
努
力
が
機
能
し
な
い
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と

思
わ
れ
る
。

先
ほ
ど
ふ
れ
た
拡
声
器
の
備
え
付
け
ら
れ
た
場
所
か
ら
そ
れ
ほ
ど
離
れ

て
い
な
い
所
で
「
今
日
は
特
別
な
日
な
ん
で
す
よ
ね
」
と
お
茶
屋
の
お
ば

さ
ん
に
尋
ね
た
時
、「
う
ん
、
今
日
は
日
曜
日
だ
よ
」
と
い
う
答
え
が
返

っ
て
き
た
こ
と
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

投
票
率
は
九
八
・
七
％
と
高
い
数
字
を
維
持
し
た
と
さ
れ
る
が
、
三
一

カ
所
で
の
選
挙
違
反
、
投
票
率
五
○
％
に
満
た
な
い
投
票
区
の
存
在
、
多

数
の
中
核
幹
部
、
中
核
幹
部
候
補
の
落
選
な
ど
、
中
央
、
地
方
当
局
の
指

導
力
の
緩
み
が
看
取
さ
れ
る
。

●
候
補
者
は
財
産
を
申
告

こ
の
選
挙
で
は
、
各
級
人
民
評
議
会
代
表
候
補
に
対
し
て
、
家
屋
、
土

地
、
固
定
資
産
・
流
動
資
産
と
い
っ
た
生
産
・
経
営
基
礎
、
株
式
証
券
、

債
権
、
五
○
○
○
万
ド
ン
（
二
○
○
四
年
四
月
一
日
現
在
一
ド
ル
＝
一
万

五
六
九
八
ド
ン
）
以
上
の
家
財
と
い
っ
た
、
財
産
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
国
会
常
務
委
員
会
が
二
○
○
四
年
三
月
一
七
日

に
各
級
人
民
評
議
会
代
表
立
候
補
者
に
対
す
る
財
産
申
告
に
つ
い
て
決
議

を
出
し
、
同
年
四
月
一
日
に
同
決
議
の
実
行
指
導
の
た
め
に
政
府
が
議
定

を
出
し
て
い
る
。
こ
の
財
産
申
告
文
書
（ban ke khai tai san

）
は
立
候

補
者
に
関
す
る
他
の
書
類
と
共
に
管
轄
機
関
に
送
ら
れ
、
管
理
さ
れ
る
。

選
挙
民
は
立
候
補
者
の
財
産
に
つ
い
て
知
る
必
要
が
あ
る
際
、
当
該
機
関

に
閲
覧
の
検
討
を
要
求
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
候
補
者
履
歴
と
共
に

一
般
に
公
開
、
縦
覧
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
代
表
を
選

出
す
る
際
の
判
断
材
料
に
な
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
選
挙
前
の
財
産

を
確
認
す
る
こ
と
で
代
表
当
選
後
の
活
動
に
緊
張
感
を
持
た
せ
る
こ
と
、

人
民
評
議
会
代
表
の
活
動
に
対
す
る
選
挙
民
等
の
監
視
材
料
に
す
る
こ
と

に
、
よ
り
ウ
エ
イ
ト
が
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
○
○
四
年
五
月
以
降
、
全
国
各
地
の
人
民
評
議
会
で
第
一
回
会
期
が

開
催
さ
れ
、
人
民
評
議
会
議
長
、
人
民
委
員
会
委
員
長
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

地
方
、
地
域
を
指
導
す
る
新
指
導
部
が
発
足
し
て
い
る
。

●
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
第
六
回
大
会

五
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
の
第
六
回
全
国
大
会
が

写真 3　投票用紙記入所。「各級人民評議会代表に優秀な代表を
明敏に選ぼう」との標語が見える

写真 2　投票に来たことを事前に分けられた組ごとにチェックす
る受付け
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九
月
二
二
〜
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
。
二
○
○
三
年
二
月
二
○
日
に
出
さ

れ
た
党
書
記
局
指
示
に
よ
り
同
大
会
開
催
は
二
○
○
四
年
の
第
三
四
半
期

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
各
級
で
の
大
会
が
積
み
重
ね

ら
れ
、
全
国
大
会
の
開
催
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
は
、
一
九
四
五
年
五
月
一
○
〜
一
九
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
イ
ン
ド
シ
ナ
共
産
党
第
一
期
第
八
回
中
央
委
総
会
で
設
立
が

決
定
さ
れ
、
同
年
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
成
立
の
原
動
力
と
な

っ
た
ベ
ト
ナ
ム
独
立
同
盟
（
ベ
ト
ミ
ン
）
の
流
れ
を
汲
む
、
政
治
社
会
組

織
、
社
会
組
織
、
各
階
級
、
階
層
、
民
族
、
宗
教
、
外
国
に
居
住
す
る
象

徴
的
な
個
人
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
政
治
的
連
盟
、
連
合
組
織
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
に
は
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
法
が
可
決
さ
れ
て
お
り
、
活
動
費

用
は
国
家
予
算
か
ら
支
出
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
た
。
同
組
織
は
国
会
へ
の

法
案
提
出
権
も
有
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
国
会
代
表
・
人
民
評
議
会
代
表

の
候
補
者
選
出
過
程
を
は
じ
め
と
す
る
選
挙
全
般
に
お
い
て
、
ま
た
、
各

議
会
活
動
の
監
視
、
諸
政
策
の
伝
導
ベ
ル
ト
と
し
て
な
ど
、
様
々
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
出
自
が
示
す
よ
う
に
現
在
も
引
き
続

き
共
産
党
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

第
六
回
大
会
で
は
フ
ァ
ム
・
テ
ー
・
ズ
エ
ッ
ト
主
席
を
再
任
し
た
。
同

氏
は
ハ
ノ
イ
市
党
委
書
記
、
党
大
衆
工
作
委
員
会
委
員
長
、
政
治
局
常
任

（
党
ナ
ン
バ
ー
２
ポ
ス
ト
）
を
歴
任
し
た
実
力
者
で
、
共
に
コ
ン
ビ
を
組

ん
だ
レ
・
カ
・
ヒ
ュ
ー
前
党
書
記
長
と
同
様
保
守
的
色
彩
が
強
い
と
目
さ

れ
る
人
物
で
あ
る
。

大
会
に
は
八
七
九
人
が
参
加
し
、
そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
地

方
代
表
四
五
五
人
、
構
成
組
織
に
属
す
る
代
表
八
一
人
、
宗
教
代
表
一
二

六
人
、
企
業
代
表
四
七
人
、
外
国
在
住
代
表
二
六
人
、
少
数
民
族
代
表
二

一
七
人
、
女
性
代
表
二
六
八
人
、
非
党
員
代
表
四
二
二
人
。

同
大
会
で
は
政
治
報
告
と
祖
国
戦
線
条
例
（
修
正
）
が
可
決
さ
れ
た
。

共
に
正
式
文
書
が
手
元
に
な
い
た
め
、
そ
の
詳
し
い
内
容
に
言
及
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
前
者
で
は
二
○
○
四
〜
二
○
○
九
年
ま
で
の

活
動
の
方
向
性
・
任
務
が
定
め
ら
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
防
衛
・
建
設
、
工
業

化
・
近
代
化
事
業
推
進
の
た
め
の
同
組
織
の
役
割
向
上
、
民
族
大
団
結
の

第５期祖国戦線 第６期祖国戦線

党中央事務局 ベトナム法律会

軍政治総局 海外在住ベトナム人連絡会

ベトナム労働総連盟 ベトナム労働総連盟

ベトナム農民会 ベトナム枯葉剤・ダイオキシン被災者会

ホーチミン共産青年団 ベトナム科学・技術会連合

ベトナム女性連合 ベトナム友誼組織連合

ベトナム退役兵士の会 軍政治総局

ベトナム科学・技術会連合 ベトナム文学芸術会連合

ベトナム文学芸術会連合 ベトナム東方医学会

ベトナム友誼組織連合 ベトナム女性連合

ベトナム青年連合 ベトナム・カソリック団結委員会

ベトナム合作社連盟 ベトナム農民会

ベトナム商工会議所 ベトナム商工会議所

ベトナム赤十字 ベトナム障害者・孤児扶助会

ベトナム法律会 ベトナム奨学会

ベトナム・ジャーナリスト協会 党大衆工作委員会

ベトナム仏教会 ベトナム生物圏（sinh vat canh ）会

ベトナム・カソリック団結委員会 ホーチミン共産青年団

ベトナム園芸会 ベトナム合作社連盟

ベトナム盲人会 ベトナム歴史科学会

ベトナム生物圏（sinh vat canh ）会 ベトナム盲人会

ベトナム古典医学会 ベトナム人口・家族計画会

ベトナム医薬学総会（Tong hoi y duoc hoc) ベトナム美術工芸・金装飾・宝石会

ベトナム高齢者会 ベトナム針灸会

ベトナム家族計画会 ベトナム退役兵士の会

ベトナム奨学会 ベトナム赤十字

ベトナム障害者・孤児扶助会 ベトナム仏教会

ベトナム針灸会 ベトナム園芸会

ベトナム福音会（Tong hoi Thanh Tin Lanh Viet Nam) ベトナム青年連合

ベトナム歴史科学会 ベトナム・ジャーナリスト協会

表３　祖国戦線の構成組織

（出所）Uy ban trung uong mat tran to quoc Viet 
Nam, Niem giam 2000-2001, Nha xuat ban 
chinh tri quoc gia Ha Noi 2002, Dai Doan 
Ket（2004 年９月 28 日） より筆者作成。 

（注）第５期については祖国戦線年鑑に同戦線
構成組織として掲載された組織を記した。
しかし、第６期については構成組織代表と
して中央委員が選出された組織をベトナム
紙報道を下に列挙しており、年鑑などで確
認したものではない。したがって、あくま
でも参考資料としての位置づけ。第６期構
成組織がこの通りであれば、顔ぶれは若干
多様化していることになる。
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力
の
強
化
や
各
級
祖
国
戦
線
の
活
動
内
容
・
方
式
の
刷
新
等
の
任
務
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
ま
た
後
者
で
は
、
人
民
集
団
形
式
（cac hinh thuc tap 

hop nhan dan

）
の
多
様
化
（
祖
国
戦
線
構
成
組
織
関
連
の
表
３
を
参
考

資
料
と
し
て
挙
げ
て
お
く
）、
民
族
大
団
結
実
行
に
お
け
る
祖
国
戦
線
の

役
割
・
地
位
向
上
を
目
的
と
し
た
修
正
が
施
さ
れ
た
。

人
事
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
中
央
委
員
会
委
員
が
第
五
期
よ
り
六

七
人
増
の
三
二
○
人
選
出
さ
れ
た
。
内
一
○
九
人
が
新
委
員
で
あ
る
。
そ

の
構
成
は
表
４
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

昨
年
二
月
に
出
さ
れ
た
党
書
記
局
指
示
で
祖
国
戦
線
中
央
委
員
の
少
な

く
と
も
半
分
を
非
党
員
か
ら
選
出
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
指
示
通
り
五
○
％
を
超
え
る
委
員
が
非
党
員
か
ら
選
ば
れ
た
こ
と
を

D
ai D

oan
 K

et

紙
（
二
○
○
四
年
九
月
二
八
日
）
は
伝
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
中
央
委
員
か
ら
選
ば
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
祖

国
戦
線
中
央
委
員
会
主
席
団
に
は
第
五
期
よ
り
七
人
増
の
五
二
人
が
選
出

さ
れ
た
（
表
５
、
６
参
照
）。
第
五
期
条
例
に
よ
れ
ば
中
央
委
員
会
の
開

期
と
開
期
の
間
に
そ
れ
を
代
表
す
る
主
席
団
は
常
任
委
員
会
（
表
７
参
照
。

第
五
期
条
例
に
よ
れ
ば
常
任
委
員
会
は
祖
国
戦
線
主
席
、
事
務
局
長
、
常

任
委
員
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
五
期
よ
り
一
人
減
の
八
人
が
選
出
さ

れ
た
）
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
中
央
委
員
会
の
活
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
決
議
を
実
行
す
る
た
め
に
政
策
路
線
、
工
作
を
決
定
す
る

な
ど
の
役
割
を
担
う
。

中
央
委
員
会
と
主
席
団
の
構
成
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

①
主
席
団
に
お
い
て
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
共
産
青
年
団
、
女
性
連
合
な
ど
の

祖
国
戦
線
構
成
組
織
の
代
表
と
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
中
央
委
員
会
専
従
幹

部
の
占
め
る
比
率
が
中
央
委
員
会
と
比
べ
て
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
、
②
主
席
団
で
は
省
級
祖
国
戦
線
代
表
の
占
め
る
割
合
が
中
央
委
員
会

と
比
べ
て
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
③
主
席
団
で
は
宗
教
関
係
代

表
の
占
め
る
比
率
が
中
央
委
員
会
と
比
べ
て
ぐ
っ
と
下
が
っ
て
い
る
こ
と
、

経
済
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
外
国
在
住
ベ
ト
ナ
ム
人
に
い

た
っ
て
は
一
人
も
選
ば
れ
て
い
な
い
こ
と
、
④ 

主
席
団
で
は
「
少
数
民

族
に
お
け
る
象
徴
的
個
人
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
は
構
成
員
が
選
ば
れ
て

お
ら
ず
、
名
前
か
ら
少
数
民
族
と
類
推
で
き
る
人
物
も
省
級
祖
国
戦
線
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
選
ば
れ
た
ザ
ー
ラ
イ
省
祖
国
戦
線
委
員
会
主
席
一
人
に

過
ぎ
な
い
こ
と
。

構
成
組
織
代
表
（
例
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
障
害
児
・
孤
児
扶
助
会
主
席
の

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ス
ア
ン
・
ミ
は
元
党
政
治
局
員
で
あ
る
）、
祖
国
戦
線

中
央
委
員
会
専
従
幹
部
だ
け
で
も
主
席
団
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
主
席
団
に
お
け
る
党
員
比
率
は
過
半
数
を
超
え
て
い
る
可
能
性
が

高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
に
は
、
非
党
員
が
過
半
数
を
占
め
る
中
央
委
員
の
新
構
成
か
ら
は
、

政
権
政
党
で
あ
る
共
産
党
の
独
裁
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
軽
減
す
る
一
方
、
共

産
党
が
影
響
力
を
維
持
す
る
同
組
織
の
下
に
よ
り
多
様
な
人
々
を
糾
合
す

る
こ
と
に
よ
り
、
共
産
党
の
支
配
力
、
統
治
力
を
よ
り
強
化
し
よ
う
と
の

狙
い
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
つ
め
に
は
、
主
席
団
の
構
成
に
お
い
て
は
中
央
委
員
会
に
比
較
し
て

地
方
色
、
民
族
色
、
宗
教
色
、
経
済
色
が
ぐ
っ
と
薄
ま
っ
て
お
り
、
抑
え

る
べ
き
と
こ
ろ
は
中
央
、
政
治
的
「
主
流
」
に
よ
る
掌
握
が
行
わ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
は
、
祖
国
戦
線
の
最
高
機
関
と
見
ら
れ
る
主
席
団
に
つ
い
て
は

共
産
党
員
が
過
半
数
を
維
持
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、
共
産
党
が
同
組
織

に
対
す
る
支
配
力
を
失
う
ほ
ど
に
は
変
化
の
波
は
及
ん
で
い
な
い
で
あ
ろ

う
こ
と
。

さ
ら
に
、
表
７
に
示
し
た
よ
う
に
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
中
央
委
員
会
の

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
決
議
を
主
席
団
に
提
出
す
る
等
の
役
割
を
担
う
第
六

期
常
任
委
員
会
の
顔
ぶ
れ
は
第
五
期
か
ら
の
継
続
性
が
強
い
。
こ
の
こ
と

も
中
央
委
員
の
顔
ぶ
れ
の
過
半
数
以
上
を
非
党
員
が
占
め
た
こ
と
の
意
味

合
い
を
減
ず
る
方
向
に
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
の
接
点
か
ら

し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
中
央
委
員
会
委
員
に
お
け
る
党

表４　第６期祖国戦線中央委員会委員の内訳

（出所）Dai Doan Ket, 2004 年 9 月 28 日付けより筆者作成。

各組織 30（9.4%）

省級祖国戦線 64（20%）

知識人など象徴的な個人・専門家 84（26.3%）

少数民族の象徴的個人 49（15.3%）

宗教 29（9.1%）

経済セクター 37（11.6%）

外国居住ベトナム人 13（4.1%）

第 5期祖国戦線中央委員会機関専従幹部 14（4.4%）

計 320

（人）

表５　第６期祖国戦線中央委員会主席団の内訳

各組織 21（40.4％）

省級祖国戦線 4（7.7％）

知識人など象徴的な個人・専門家 15（28.8％）

少数民族の象徴的個人 0

宗教 1（1.9％）

経済セクター 3（5.8％）

外国居住ベトナム人 0

第 5期祖国戦線中央委員会機関専従幹部 8（15.4％）

計 52

（出所）表６に基づき筆者作成。

（人）
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分析リポート
ベトナム地方選挙と第六回祖国戦線大会

名前 役職名 属性

Pham Quoc Anh ベトナム法律会主席 各組織

Vu Dinh Bach ベトナム祖国戦線中央委員会経済諮問評議会主任 知識人など象徴的な個人・専門家

Nguyen Manh Cam 前副首相 知識人など象徴的な個人・専門家

Hoang Dinh Cau ベトナム祖国戦線中央委員会文化・社会諮問評議会主任 知識人など象徴的な個人・専門家

Pham Thi Tran Chau ベトナム生化学会事務局長兼副主席 知識人など象徴的な個人・専門家

Phan Dinh Dieu ベトナム祖国戦線中央委員会科学教育諮問評議会主任 知識人など象徴的な個人・専門家

Pham The Duyet 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会主席団主席 第 5期祖国戦線中央委員会機関専従幹部

Huynh Dam 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会事務局長 第 5期祖国戦線中央委員会機関専従幹部

Nguyen Van Dao 海外在住ベトナム人連絡会主席 各組織

Luu Van Dat ベトナム祖国戦線中央委員会民主法律諮問評議会主任 知識人など象徴的な個人・専門家

Cu Thi Hau ベトナム労働総連盟主席 各組織

Le Minh Hien 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会常任委員会委員 第 5期祖国戦線中央委員会機関専従幹部

Dang Vu Hiep ベトナム枯葉剤 / ダイオキシン被災者会主席 各組織

Vu Tuyen Hoang ベトナム科学技術会連合主席 各組織

Vu Xuan Hong ベトナム友誼組織連合主席 各組織

Bui Van Huan ベトナム人民軍政治総局副主任 各組織

Vu Giang Huong ベトナム文学芸術会連合主席 各組織

Nguyen Khanh 元副首相 知識人など象徴的な個人・専門家

Ha Thi Khiet ベトナム女性連合主席 各組織

Nguyen Tan Khoa ベトナム・カソリック団結委員会主席 各組織

Vu Ngoc Ky ベトナム農民会主席 各組織

Ha Thi Lien 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会常任委員会委員 第 5期祖国戦線中央委員会機関専従幹部

Tran Thanh Long ホーチミン市ベトナム祖国戦線委員会主席 省級祖国戦線

Pham Loi ハノイ市ベトナム祖国戦線委員会主席 省級祖国戦線

Vu Tien Loc ベトナム商工会議所 (VCTP) 主席 各組織

Ly Ngoc Minh ビンズオン省ミンロン I陶器・磁器 (gom su) 企業長 経済セクター

Nguyen Thi Xuan My ベトナム障害児・孤児扶助 (bao tro) 会主席 各組織

Duong Nhon ソクチャン省仏教会運営委員会委員長 宗教

Vu Oanh ベトナム高齢者会主席、ベトナム奨学会主席 各組織

Tong Thi Phong 党書記局員、党大衆工作委員会委員長 各組織

Tran Dinh Phung 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会常任委員会委員 第 5期祖国戦線中央委員会機関専従幹部

※Nguyen Ngoc Phuong ホーチミン市トゥーズー産科学 (phu san) 病院院長 知識人など象徴的な個人・専門家

Hoang Binh Quan ホーチミン共産青年団中央第一書記 各組織

Nguyen Tien Quan ベトナム合作社連盟主席 各組織

Nguyen Duy Quy 前ベトナム社会科学院主席 知識人など象徴的な個人・専門家

Hoang Xuan Sinh 私立タンロン大学管理評議会主席 知識人など象徴的な個人・専門家

Tran Thi Ngoc Son メコンデルタ稲研究所 知識人など象徴的な個人・専門家

Tran Ngoc Suong カントー省ソンハウ農場長 経済セクター

Vo Quoc Thang ホーチミン市ドンタム煉瓦会社総公司諮問評議会主席 経済セクター

Dang Quan Thuy ベトナム退役兵士の会主席 各組織

Nguyen Van Thuong ベトナム赤十字主席 各組織

Do Duy Thuong 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会常任委員会委員 第 5期祖国戦線中央委員会機関専従幹部

Thich Tri Tinh ベトナム仏教会運営 (tri su) 評議会主席 各組織

Ly Chanh Trung 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会主席団委員 知識人など象徴的な個人・専門家

Le Truyen 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会常任委員会委員 第 5期祖国戦線中央委員会機関専従幹部

Nguyen Tuc 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会主席団常任委員会委員 知識人など象徴的な個人・専門家

Le Ba Trinh トゥアティエン＝フエ省ベトナム祖国戦線委員会主席 省級祖国戦線

Cu Hoa Van 第 10 期国会民族評議会主席 知識人など象徴的な個人・専門家

Nguyen Hong Vinh ベトナム・ジャーナリスト協会主席 各組織

Nguyen Van Vinh ベトナム祖国戦線中央委員会組織・機関幹部委員会委員長 第 5期祖国戦線中央委員会機関専従幹部

Nguyen Tien Vo 前ベトナム祖国戦線中央委員会常任委員会委員 知識人など象徴的な個人・専門家

Ro Cham H'Yeo ザーライ省ベトナム祖国戦線委員会主席 省級祖国戦線

表６　第６期祖国戦線中央委員会主席団員リスト

（出所）Dai Doan Ket, 2004 年９月 28 日付けより筆者作成。
（注）※は中央委員名簿にはNguyen Ngoc Phuong の名は見られず、Nguyen Thi Ngoc Phuong という名前は見られる。
両者はおそらく同一人物であると推測される。本表に記された役職は第６回大会時のものである。
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分析リポート
イラク移行政権と国民議会構成にみる戦後イラクの政治勢力

員
比
率
が
過
半
数
を
割

っ
た
こ
と
が
一
つ
の
注

目
点
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
選
挙
立
候

補
者
の
構
成
、
候
補
者

名
簿
の
作
成
を
行
う
会

議
を
組
織
す
る
の
は
各

級
の
祖
国
戦
線
常
任
委

員
会
と
さ
れ
て
い
る
が
、

中
央
に
位
置
す
る
ベ
ト

ナ
ム
祖
国
戦
線
中
央
委

員
会
が
地
方
各
組
織
に

対
し
て
一
定
の
影
響
力

を
保
持
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
メ
ン
バ

ー
構
成
の
変
化
が
地
方

の
政
治
状
況
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
も
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
第
五
期
条
例

に
よ
れ
ば
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
中
央
委
員
会
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
決
議

を
実
行
す
る
た
め
に
政
策
路
線
、
工
作
を
決
定
す
る
な
ど
の
役
割
を
担
う

ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
中
央
委
員
会
主
席
団
の
構
成
は
、
中
央
委
員
会
の
そ

れ
と
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
保
守
的
な
色
彩
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

継
続
性
の
強
い
常
任
委
員
会
の
顔
ぶ
れ
を
み
て
も
、
共
産
党
で
最
高
レ
ベ

ル
の
要
職
を
努
め
た
人
物
が
主
席
に
再
任
さ
れ
た
こ
と
を
と
っ
て
み
て
も
、

中
央
委
員
会
委
員
の
過
半
数
が
非
党
員
で
占
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
祖
国
戦

線
の
動
き
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
即
繋
が
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
否
定
的
な
判
断
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

●
お
わ
り
に

二
○
○
三
年
以
降
、
中
央
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
祖
国
戦
線
は
、
国
会
常

務
委
員
会
、
最
高
人
民
検
察
院
、
資
源
・
環
境
省
な
ど
と
活
動
協
力
文
書

に
調
印
し
た
り
、
政
府
、
党
思
想
・
文
化
委
員
会
と
協
力
に
つ
い
て
話
し

合
う
な
ど
、
そ
の
動
き
は
活
発
に
見
え
る
（
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
報
道
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
近
年
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
だ
け
だ
と

い
う
可
能
性
に
も
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
が
）。
ま
た
、
枯
葉
剤
被
災
者

支
援
、
貧
困
者
救
済
募
金
を
集
め
る
活
動
、
文
化
的
生
活
構
築
や
民
主
規

則
の
実
行
な
ど
で
も
同
組
織
は
国
民
を
動
員
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

計
画
経
済
時
代
の
価
値
観
が
崩
れ
、
様
々
な
利
害
が
交
錯
す
る
現
代
ベ

ト
ナ
ム
社
会
に
お
い
て
、
共
産
党
独
裁
体
制
に
対
す
る
批
判
を
か
わ
し
、

自
ら
が
決
め
た
方
針
に
人
々
を
動
員
す
る
た
め
に
も
、
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党

が
同
機
関
を
用
い
る
頻
度
が
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
同
機
関
を

外
に
開
き
つ
つ
、
か
つ
い
か
に
手
綱
を
引
き
締
め
て
い
く
の
か
、
共
産
党

も
知
恵
を
絞
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
一
つ
の
答
え
が
第
六
回
大
会
に
お

け
る
新
中
央
委
員
会
と
、
同
委
員
会
主
席
団
、
常
任
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

構
成
間
の
バ
ラ
ン
ス
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党

の
政
治
手
法
に
お
け
る
今
後
の
方
向
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

地
方
選
挙
の
分
析
を
通
し
て
看
取
さ
れ
た
中
央
・
地
方
当
局
の
指
導
力

の
緩
み
と
、
祖
国
戦
線
大
会
に
お
け
る
一
部
開
放
と
実
質
的
引
き
締
め
の

動
き
。
自
己
の
影
響
下
に
あ
る
祖
国
戦
線
の
有
り
様
を
時
代
の
「
流
れ
」

に
合
わ
せ
つ
つ
も
、
一
党
支
配
を
維
持
す
る
た
め
に
は
「
流
れ
」
に
逆
ら

う
必
要
が
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
を
取
り
巻
く
状
況
と
そ
の
適
応
の
様
相

が
垣
間
見
え
る
。

（
て
ら
も
と　

み
の
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
『
ア
ジ
ア
動
向
年
報 

二
○
○
五
』（
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
、
二
○
○
五
年
）
の
「
ベ
ト
ナ
ム
」
に
お
け
る
筆
者
拙
稿
の
一
部
に

大
幅
な
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
ご
検
討
い
た
だ
い
た

匿
名
レ
フ
ェ
リ
ー
に
感
謝
致
し
ま
す
。
な
お
、
本
文
中
の
記
述
に
対
す
る

責
任
は
す
べ
て
執
筆
者
に
あ
り
ま
す
。

写真 5　投票を済ませたことを証明する判を捺す係りの女性 写真 4　投票箱（男性の後ろ側）

名前 役職名

Pham The Duyet 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会主席団主席

Huynh Dam 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会事務局長

※ Le Truyen 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会常任委員会委員

※Do Duy Thuong 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会常任委員会委員

Le Minh Hien 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会常任委員会委員

Ha Thi Lien 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会常任委員会委員

Tran Dinh Phung 第５期ベトナム祖国戦線中央委員会常任委員会委員

Nguyen Van Vinh ベトナム祖国戦線中央委員会組織・機関幹部委員会委員長

表７　第６期ベトナム祖国戦線主席団常任委員会の顔ぶれ

（出所）Dai Doan Ket, 2004 年９月 28 日付けなどから筆者作成。
（注）※は第６期専従副主席である。手元にある第５期祖国戦線条例では、同主席団
常任委員会の顔ぶれは主席、事務局局長、常任委員会委員からなるとされており、
副主席は列挙されていない。しかし、この２人は専従副主席であることから、常
任委員会委員であると推測した。なおHuynh Dam氏は第 6回副主席兼事務局長。
ここに記された役職はすべて大会時のものであることも併せて記しておきたい。
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